
2 月議会では補正予算、H30 年度予算他を審議 

問 H 平成３０年度予算は定住人口確保を達成

するための予算となっているか伺う。 

答 子育て包括支援センターをユーカリが丘

に整備、産婦健康診査事業を新規実施します。 

➡今までの 1 ヶ月健診に先立ち、より早期に産

婦全員が健診を受けることで、佐倉市は安心し

て子どもを生めるまちとして、少子化対策に向

けて一歩前進。住宅支援や、子育て世代包括支

援センターでの相談体制の充実、企画政策と子

育て・教育・福祉の更なる連携構築を求めまし

た。近居同居住み替え・中古住宅リフォーム支

援事業などの住宅支援施策は補助金利用者に

アンケートを取り、更なる定住人口維持増加策

につなげることを意見として述べました。 

 

 

問 一昨年に耐震化工事を終えた市庁舎の建

物寿命が残り１７年と試算すると、建て替えの

検討を始める時期として早すぎないタイミン

グと考えるが、現状を伺う。  

答 公共施設等総合管理計画の方針を踏まえ

対応してまいる。 

 

問 相続登記の推進による所有者不明の土地

対策が必要である。不動産登記のあり方や土地

所有者の責務の明確化など国の動向を踏まえ

た取り組みを伺う。 

答 土地所有者の検索手段の合理化や土地活

用のための手段簡略化、相続登記の情報等適正

に対処する。 

 

代表質問では以下について質問しました。 

問 埋設している上下水道管工事と道路補修 

の時期を合せ何度も道路工事をしないように

するための課題を伺う。 

答 道路掘削連絡協議会での情報共有と工事

の発注方法などを検討し、コスト削減に努める。 

 

問 家庭ごみ収集中に６件の火災が発生した。 

カセットコンロのボンベに穴をあけて捨てる

などゴミ捨てのルール・マナー啓発を伺う。 

答 広報さくらや HPでの周知、小学生の清掃

工場見学を啓発の機会として活用する。 

 

問 自治会・町内会・地域まちづくり協議会、

社会福祉協議会で地域のために汗を流してま

ちづくりをして下さっている方々の環境づく

りを伺う。 

答 地域に出向き活動している方の想いを 

身近に感じ、形に出来るよう行動してまいる。 

➡まちづくり協議会事業の減額予算について、

設立時に「地域に住む人々が自発的にまちの将

来を考え、課題解決に取り組んでいく」という

趣旨のもと、長い時間をかけて話し合われた事

業が審査の結果、補助対象外となっています。 

市民が納得して活動できるよう、市民の立場に

立った行政運営を求めました。 

 

問 「わたしらしくを生きるを支える手帳」の

医療と介護の連携を踏まえた活用を伺う。 

答 生き方や療養に関する希望を本人と家族

が話し合うきっかけづくりのツールとして活

用する。

 はしおか協美 佐倉市議会
佐倉市市議会議員 

絆と活力あるまちづくり 
経済環境常任委員会   政策会派：のぞみ  

２期目も皆様の声を市政に届けます！ 
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平成３０年度予算 

については、公共施設を活用した新たな歳入増と、産業振興においては事業者が潤うこと 

を目指すこと、上下水道管工事の復旧工事と道路補修工事は、極力一本化して行い度重なる道路

工事ではなく快適な市民生活とコスト削減を目指すよう意見をのべました。 

 

議案第１０号平成２９年度佐倉市一般会計補正予算 

において、幼稚園就園奨励費扶助費のここ数年の減額補正を見ても、待機児童解消のための保育

園整備が進むなか、幼稚園においては定員割れによる経営難が発生しています。各幼稚園が長年

築かれてきた特色や教育理念が保護者から支持されていることを踏まえ、保育園、幼稚園それぞ

れの選択肢が充実するように、更には認定こども園へ移行する場合においては、園の希望に則し

た形となるよう努めてください。定住化促進支援事業の中で、近居同居住み替え支援事業に対す

る補助金は予算 60 件に対して５６件、中古住宅リフォーム支援事業補助金は予算 60 件に対し

て５２件、佐倉市若者世帯戸建て民間賃貸住宅家賃補助金 20 件に対して 17 件、空き家バンク空

き家改修補助 10 件に対して 4 件、空き家バンク契約成立の奨励金各 5 万円は予算 10 件に対し

て 9 件、予算に達しなかった補助金は、減額補正となりました。これらの定住化促進支援事業補

助金は、来年度も予算計上されていますのでどうぞ活用してください。 

 

 

議案第２０号佐倉市防災会議条例の一部を改正する条例の制定 

については、佐倉市防災会議に自主防災組織の構成員及び陸上自衛隊の自衛官を委員に追加すべ

きと考え賛成の立場から、自主防災組織の構成委員を削除する修正案に対しては反対しました。

その理由としては、佐倉市地域防災計画の見直しに伴い原案のとおり、佐倉市防災会議の構成員

に、実際に自主防災活動に携わっている市民の意見を反映するために自主防災組織の構成員及

び、災害時の専門的知識を踏まえた助言を得るために陸上自衛隊の自衛官の両方を委員に追加す

べきと考えたからです。 

よって、総務常任委員会から提出のありました自主防災組織の構成員を削除する修正案に反対す

ると共に、修正案を除く残りの部分（自衛官を構成委員とする）については、賛成しました。 

 

ユーカリが丘出張所は駅併設からスカイプラザ商業施設 3 階へ 11 月に移設します。駅併設時と

同じく山万株式会社から無償貸与され共益費を負担します。工事予算は約 5030 万円。広さは現

在の 2 倍になります。隣接の子育て包括支援センターは共益費無しの賃料負担です。志津コミュ

ニティセンター内の図書室は、図書館法に定められている事を踏まえ、「図書館、図書室は本を

借りるだけの場所でしょうか」等々のご意見をしっかりとうけ止め市民の教育と文化の発展に寄

与する図書室となり、課題解決するための図書室となるよう取り組みを進めていきます
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